
　

今
回
の
歴
史
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
桃
山
文
化
や
し
き
」
の
主
人
公

の
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
写
真
１ 

永
禄
十
年
～
寛
永
十
三
年
―

一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
名
門
伊
達
家

十
六
代
伊
達
輝
宗
公
（
天
文
十
三
年
～
天
正
十
三
年
―
一
五
四
四

～
一
五
八
五
）
と
義
姫
（
最
上
義
光
の
妹 

天
文
十
七
年
～
元
和
九

年
―
一
五
四
八
～
一
六
二
三
）
の
嫡
男
で
あ
る
。
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
は
、
我
が
郷
土
の
英
雄
・
政
宗
公
の
生
誕
四
五
〇
年

の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
。
政
宗
公
は
伊
達
文
化
の
創
始
と
そ
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
た
め
、
宮
城
県
だ
け
で
は
な
く
山
形
県
、

福
島
県
等
の
縁

ゆ
か
り

の
地
で
は
、
そ
の
祝
賀
・
記
念
行
事
が
数
多
く
執
り

行
わ
れ
た
。
仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
主
催
「
桃
山
文
化
や
し
き
」も
、

そ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台
（
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
、
そ
の
年
度
の
平
成
三
十

年
二
月
三
・
四
日
に
開
催
さ
れ
た
（
写
真
２
）
。
こ
の
趣
旨
は
、
郷
土

の
誇
り
伊
達
文
化
を
代
表
す
る
伝
統
的
文
化
・
芸
能
を
披
露
し
、
広

く
市
民
の
皆
様
が
、
政
宗
公
が
生
き
た
時
代
の
桃
山
文
化
・
伊
達
文

化
を
体
験
し
、
そ
れ
に
浸ひ

た

っ
て
頂
き
、
そ
の
文
化
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
言
う
事
で
あ
る
。
伊
達
文
化
の
中
枢
に
常
に
存
在
し

て
き
た
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
に
も
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
今
に
息
づ
く
「
伊
達
な

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
主
催
歴
史
総
合 

イ
ベ
ン
ト
「
桃
山
文
化
や
し
き
」
に
お
け
る 

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
に
よ
る
講
演
と 

手
前
披
露

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授
・
東
北
大
学
名
誉
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）写真1　仙台藩祖伊達政宗公像　仙台市博物館蔵



政
治
的
・
経
済
的
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
事
に
心
を
砕
く
一

方
、
伊
達
文
化
の
礎

い
し
ず
え

を
築
き
上
げ
発
展
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た
。
当

日
は
、
政
宗
公
の
生
き
た
桃
山
時
代
の
文
化
を
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
食
・

ア
ー
ト
等
の
切
口
か
ら
紹
介
す
る
た
め
、
見
事
に
華
開
か
せ
た
「
伊

達
な
文
化
」が
二
日
間
に
わ
た
り
順
次
披
露
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず
、

こ
の
「
桃
山
文
化
や
し
き
」
に
お
け
る
「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」
で

は
、
政
宗
公
が
仙
台
藩
の
縄
張
り
始
め
に
行
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
金
春
流
の
能
の
仕
舞
で
始
ま
り
、
そ
れ
に
続
き
箏こ

と

、
三
味
線
、

尺
八
等
の
趣

お
も
む
き

深
い
和
楽
器
演
奏
（
東
北
大
学
学
友
会
邦
学
部
）
、
更
に
、

政
宗
公
の
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
柳
生
心
眼
流
兵
法
の
勇
壮
で

見
事
な
演
武
（
仙
台
柳
心
会
）
、
そ
し
て
最
後
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
桃
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
民
族
衣
裳
文
化

普
及
会
）
が
華は

な

や
か
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
で
は
、
一
般
市

民
か
ら
選
ば
れ
た
十
名
の
モ
デ
ル
が
小
袖
や
打
掛
等
の
時
代
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
た
め
、
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。
次
に
、
「
食
文
化
」

に
つ
い
て
は
、
政
宗
公
も
好
ん
で
食
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
豆
め
し

や
芋
の
子
汁
等
の
戦
国
兵
糧
食
（
鐘
景
閣
）
が
振ふ

る

舞ま

わ
れ
、
ま
た
政

宗
公
時
代
か
ら
、
そ
の
風
味
と
優
れ
た
保
存
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た

仙
台
み
そ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
亀
兵
商
店
）
及
び
簡
単
な
み

そ
汁
づ
く
り
体
験
（
明
成
高
等
学
校
）
が
行
な
わ
れ
、
大
変
な
好
評

文
化
」
の
魅
力
、
特
に
当
流
の
行
っ
た
講
演
及
び
茶
会
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
主
役
を
果
し
た
政
宗
公
は
、
戦
国
時
代
に
は
そ
の

勇
猛
果
敢
さ
故
に
、「
独
眼
竜
政
宗
」
の
勇
名
を
天
下
に
轟

と
ど
ろ

か
せ
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
政
宗
公
の
天
下
統
一
の
夢
は
潰つ

い

え
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
本
拠
地
を
米
沢
城
か
ら
岩
出
山
城
に
移
し
た
頃
か
ら
は
、
京

都
に
長
期
に
わ
た
る
滞
在
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
若
き

政
宗
公
は
都
の
高
度
で
最
先
端
の
桃
山
文
化
を
吸
収
し
、
次
第
に
洗

練
さ
れ
た
美
意
識
を
身
に
付
け
る
絶
好
な
機
会
を
得
た
と
考
え
ら
れ

る
。
更
に
岩
出
山
城
か
ら
仙
台
城
（
青
葉
城
）
へ
移
り
、
仙
台
藩
の 写真2　「桃山文化やしき」の開催案内ポスター及びチラシ



を
博
し
た
。
一
方
、
「
文
化
講
座
」
で
は
、
政
宗
公
が
当
流
一
世
清

水
道
閑
（
天
正
七
年
～
慶
安
元
年
―
一
五
七
九
～
一
六
四
八
）
を
仙

台
藩
の
初
代
茶
道
頭
に
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
創
始
さ
れ
た
仙
台
藩
茶
道
を
、
今

に
伝
え
る
当
流
の
筆
者
を
含
め
て
六
名
の
演
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演

を
行
な
っ
た
（
表
１
）
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
政
宗
公
の
ま
ち
づ
く

り
」
（
木
村
浩
二
仙
台
段
差
崖
会
崖
長
）
の
演
題
の
講
演
か
ら
開
始

さ
れ
、
「
伊
達
家
の
正
式
な
茶
道
」
（
筆
者
）
、
「
桃
山
時
代
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
～
政
宗
公
を
中
心
に
～
」
（
高
橋
あ
け
み
仙
台
市
博
物
館
学

芸
員
）
、
「
古
武
術
は
強
い
の
か
」
（
榎
戸
由
樹
仙
台
市
市
民
文
化
事

業
団
、
武
術
家
）
、
「
桃
山
時
代
の
絵
画
」
（
内
山
淳
一
仙
台
市
博
物

館
副
館
長
）
及
び
「
政
宗
公
と
桃
山
陶
磁
」
（
金
森
安
孝
仙
台
市
富

沢
遺
跡
保
存
館
々
長
）
と
言
う
興
味
深
い
演
題
に
つ
い
て
、
逐ち

く

次じ

講

演
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
多
く
の
市
民
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
が
、
政
宗
公
縁

ゆ
か
り

の
文
化
の
理
解
を
深
め
る
ま
た
と
無
い
機
会

で
あ
っ
た
と
、
極
め
て
好
評
で
あ
っ
た
。
以
上
述
べ
た
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
当
流
が
担
当
し
た
講
演
及
び
茶
会
の
他

に
、
手
作
り
甲
冑
（
松
島
甲
冑
作
り
愛
好
会
）
、
小
袖
着
（
民
族
衣

裳
文
化
普
及
会
）
、
着
物
着
付
（
梅
ら
ぶ
）
等
の
市
民
参
加
型
の
「
体

験
イ
ベ
ン
ト
」
が
多
数
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
主
と
し
て
桃
山
美
術

工
芸
品
の
「
展
示
」
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
な
わ
れ
、
市
民
の
熱
い
視

表 1　「桃山文化やしき」における文化講座（講演会）のプログラム（於 研修室）

日　時 演題 講演者（所属）

2月 3日 11：10 ～ 12：30 「政宗公のまちづくり」 木村浩二（仙台段差崖会崖長）

13：00 ～ 14：00 「伊達家の正式な茶道」 大泉道鑑（仙台藩茶道石州流清水派

　　　　　宗家十一世）

14：30 ～ 15：50 「桃山時代のファッション

 　～政宗公を中心に」

柳生心眼流兵法仙台柳心会

2月 4日 11：30 ～ 12：50 「古武術は強いのか」 榎戸由樹（仙台市市民文化事業団、武術家）

13：30 ～ 14：50 「桃山時代の絵画」 内山淳一（仙台市博物館副館長）

15：30 ～ 16：50 「政宗公と桃山陶磁」 金森安子（仙台市富沢遺跡保存館々長）



流
の
流
祖
、
天
正
七
年
～
正
保
四
年
―
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）
等

の
当
時
一
流
の
多
く
の
茶
人
と
も
盛
ん
に
行
き
来
を
重
ね
て
い
た
。

以
上
述
べ
た
記
事
か
ら
、
政
宗
公
は
若
い
時
分
か
ら
茶
の
湯
に
堪
能

で
、
政
治
・
外
交
を
行
う
た
め
に
、
茶
会
を
活
用
し
て
将
軍
・
大
名

及
び
当
時
の
大
茶
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
事
が
、
容
易
に
推

察
出
来
よ
う
。

　

先
に
触
れ
た
「
文
化
講
座
」
に
お
い
て
、
筆
者
は
初
日
の
午
後

一
時
か
ら
、
「
伊
達
家
の
正
式
な
茶
道
」
と
言
う
演
題
の
講
演
を
行

な
っ
た
（
表
１
）
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

そ
の
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
の
「
要
旨
」
（
写
真
３
）
を
示
す
と
共

に
、
筆
者
が
今
回
強
調
し
た
箇
所
の
粗あ

ら

筋す
じ

の
み
述
べ
た
い
。
講
演
の

最
初
の
「
茶
道
の
歴
史
の
概
略
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
わ
び
茶
を

創
生
し
た
村
田
珠
光
（
應
永
三
十
年
～
文
亀
二
年
―
一
四
二
三
～

一
五
〇
二
）
、
更
に
そ
れ
を
大
成
さ
せ
た
千
利
休
（
大
永
二
年
～
天

正
十
九
年
―
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
の
二
人
の
大
茶
人
が
成
し
遂

げ
た
「
わ
び
茶
の
創
始
と
大
成
」
と
言
う
歴
史
的
大
事
業
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
茶
聖
利
休
の
切
腹
事
件
に
対
す

る
政
宗
公
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、
専
門
の
研
究
者
の
最
近
の
見
解

を
述
べ
た
。
次
に
、
「
大
名
茶
の
成
立
」
、
「
徳
川
将
軍
家
の
茶
道
石

州
流
の
特
徴
」
、
更
に
今
回
の
主
題
と
な
っ
た
政
宗
公
に
よ
る
「
伊

線
が
注
が
れ
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
延
べ
二
、
三
三
六
名
の
市

民
が
参
加
し
、
大
変
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
以
上
述
べ
た
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
伊
達
政
宗
生
誕
四
五
〇
年
記
念
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
記
録
『
伊
達
政
宗
生
誕
四
五
〇
年
』
（
宮
城
県
発
行
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
政
宗
公
と
茶
道
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
『
伊
達

家
治
家
記
録
』
（
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
）
に
記
さ
れ
て
い
る
政
宗

公
の
茶
事
に
関
す
る
記
事
に
注
目
し
て
み
た
。
ま
ず
、
江
戸
幕
府

初
代
将
軍
徳
川
家
康
（
天
文
十
一
年
～
元
和
二
年
―
一
五
四
二
～

一
六
一
六
）
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
（
天
正
七
年
～
寛
永
九
年
―

一
五
七
九
～
一
六
三
三
）
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
（
慶
長
九
年
～
慶

安
四
年
―
一
六
〇
四
～
一
六
五
一
）
等
の
将
軍
を
初
め
有
力
大
名
の

名
前
が
現
わ
れ
る
。
次
に
、
千
利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
十
九
年
―

一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
を
初
め
、
家
康
の
茶
頭
今
井
宗
薫
（
天
文

二
十
一
年
～
寛
永
四
年
―
一
五
五
二
～
一
六
二
七
）
、
秀
忠
の
茶
道

指
南
役
を
務
め
た
古
田
織
部
（
織
部
流
の
流
祖
、
天
文
十
三
年
～
元

和
元
年
―
一
五
四
四
～
一
六
一
五
）
、
片か

た

桐ぎ
り

石い
わ

見み
の

守か
み

貞さ
だ

昌ま
さ

（
石
州
）（
石

州
流
の
流
祖
、
慶
長
十
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）

の
師
桑
山
左
近
（
宗
仙
）
（
永
禄
三
年
～
寛
永
九
年
―
一
五
六
〇
～

一
六
三
二
）
、
更
に
家
光
の
茶
道
師
範
を
務
め
た
小
堀
遠
州
（
遠
州



達
家
（
仙
台
藩
）
の
茶
道
の
創
始
」
と

そ
れ
に
続
き
当
流
の
祖
三
世
清
水
道
竿

（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二

～
一
七
三
七
）
の
功
績
「
当
流
の
確
立

と
発
展
」
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が

行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項

と
し
て
、
筆
者
は
「
当
流
の
特
徴
の
歴

史
的
考
察
」
を
述
べ
た
が
、
当
流
が
藩

政
時
代
の
ま
ま
今
日
ま
で
些

い
さ
さ

か
も
変
ら

ず
、
正
し
く
継
承
さ
れ
て
き
た
要
因
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
具
体

的
に
二
つ
提
示
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家
を
経
て

筆
者
ま
で
伝
え
ら
れ
た
そ
の
継
承
の
証あ

か

し
の
「
三
種
の
文
献
」
（
写
真
４
）
が
、

実
際
に
「
三
種
の
神
器
」
の
役
目
を
果

し
て
き
た
事
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、

藩
主
あ
る
い
は
天
皇
家
（
勅
使
）
の
お

成
り
の
茶
事
に
だ
け
披
露
さ
れ
る
「
極

真
の
手
数
」
で
あ
る
。
藩
主
及
び
勅
使

写真3　「文化講座」における筆者の講演要旨

伊達家の正式な茶道

仙台藩茶道石州流清水派宗家 十一世 大泉 道鑑

仙台藩々祖伊達政宗公は、藩の政治的・経済的基盤を確立させただけでなく、当時の最先端の

桃山文化を導入し、高度な「伊達文化」を生み出した事も、我が郷土の誇りである。仙台藩茶道

は、政宗公が、織部流の祖古田織部公の高弟一世清水道閑を仙台藩茶道頭に抜擢した事に端を発

している。そのため、瑞鳳殿で行われる政宗公の遠忌法要で、毎年献茶を行っている。ところで、

あの有名な「伊達騒動」の主人公四代藩主伊達綱村公は、儒教や仏教等を重視した文教政策を積

極的に推進し、特に茶道に傾倒してその道を極めた数奇大名として、天下に名声を馳せた。この

綱村公の指南役を務めたのは、最初二世清水動閑で、石州流の祖片桐石見(いわみ)守貞昌（石州）

公（将軍徳川家綱公の茶道指南）の高弟として、著名であった。また、二世動閑は石州公が将軍

家の茶道の規格を定めた『石州流三百箇條』の註解書の著者としても、歴史にその名を刻んだ。

動閑没後、三世清水道竿が綱村公の茶道師範となり、石州流清水派（当流）を仙台藩に確立させ

ると共に、全国各藩にもこの流儀を広めた功績から、当流の祖と称されている。当流は、歴代藩

主の庇護のもとに代々の茶道頭により、明治以降はそれを継承した代々の宗家により、藩政時代

の流儀が変わる事なく連綿と今日まで受け継がれてきた。なお、仙台藩茶道の正式な流儀である

当流を継承した印として、二世動閑の著書『清水動閑註解石州流三百箇條』（三巻）と『動閑茶湯

書』（十八冊）、二世動閑筆『渋紙庵之記』（掛軸）及び老中松平周防守康福（妙関子）自画賛『片

桐石見守貞昌宗関居士像』（掛軸）は、歴代の茶道頭・宗家を経て当代十一世大泉道鑑まで引き継

がれてきた。上に述べた理由から、当流が「伊達文化」を最も色濃く残した貴重な文化的・芸術

的遺産であるといっても過言ではあるまい。そこで私共には、この流儀を正しく後世に未来永劫

伝えていく責務があると考えている。



写真4　「三種の神器」の役割を果してきた当流の「三種の文献」十一世大泉道鑑蔵

『清水動閑註解石州流三百箇條』三巻及び『動閑茶湯書』十八冊

『渋紙庵之記』二世清水動閑筆『片桐石見守貞昌宗関居士像』妙関子

（老中松平周防守康
やす

福
よし

）自画賛



は
例
外
と
し
て
、
こ
の
手
数
（
手
前
）
は
、
当
流
の
後
継
者
の
み
が

見
聞
す
る
事
が
許
さ
れ
る
と
言
う
最
も
重
要
な
「
掟
」
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
当
流
及
び
そ
の
継
承
者
が
守
ら
れ
て
き

た
事
に
な
る
と
、
最
後
が
締
め
括く

く

ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
初
日
の
茶
席
の
準
備
は
、
当
流
道
門
会
の
皆
様
に

よ
っ
て
午
前
十
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
何
の
支
障
も
な
く
速
や
か
に
整

え
ら
れ
た
。
当
流
に
よ
る
正
式
な
茶
会
「
伊
達
家
の
茶
席
」
は
、
本

ホ
ー
ル
の
茶
室
で
厳

お
ご
そ

か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
な
わ
れ
た
（
表
２
）
。

茶
室
の
床
に
は
四

代
藩
主
伊
達
綱

村

公
（

万

治

二

年
～
享
保
四
年

―
一
六
五
九
～

一
七
一
九
）
筆
に

よ
る
掛
物
（
写
真

５
）
が
掛
け
ら
れ

た
。
な
お
、
綱
村

公
は
、
数
奇
大
名

と
し
て
全
国
に
そ

の
名
を
馳は

せ
、
三

表 2　伊達家の茶席（仙台藩茶道石州流清水派）のプログラム

日時：平成 30 年 2 月 3 日（11：00 ～）、4日（11：30 ～）
場所：日立システムズホール仙台（茶室）
亭主：十一世大泉道鑑

日 席 （時間） 手前

2月 3日 一席 （11：00 ～ 11：30） 大泉道紀（教授）

二席 （12：40 ～ 13：10） 守屋道美（教授）

三席 （15：30 ～ 16：00） 細谷道清（教授）

2月 4日 一席 （11：30 ～ 12：00） 大泉道紀（教授）

二席 （13：00 ～ 13：40） 守屋道美（教授）

三席 （14：30 ～ 15：00） 守屋道美（教授）

写真5  掛物『綱村公御歌』 
仙台藩四代藩主伊達綱村公筆 
十一世大泉道鑑蔵

 写真6  棗「六十二万石」 
（銘：仙台伊達家十八代当主伊達泰宗様） 
十一世大泉道鑑蔵



世
道
竿
を
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
十
九
年
～
元
禄
四
年
―
一
六
一
四

～
一
六
九
一
）
の
後
継
者
に
指
名
し
た
藩
主
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

そ
の
三
世
道
竿
は
、
後
に
綱
村
公
の
支
援
の
も
と
当
流
を
藩
内
に
確

立
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
徳
川
将
軍
家
数
奇
屋
頭
（
格
）
谷
村
三
育

（
？
～
宝
暦
三
年
―
？
～
一
七
五
三
）
を
初
め
、
そ
の
弟
子
達
は
将

軍
家
・
他
藩
に
も
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
各
藩
で
活
躍
し
た
た
め
当
流
・

清
水
派
が
全
国
各
地
に
急
速
に
広
め
ら
れ
た
（
図
）
。
ま
た
、
本
茶

会
で
用
い
ら
れ
た
棗
は
、
仙
台
伊
達
家
十
八
代
当
主
伊
達
泰
宗
様
に

よ
り
「
六
十
二
万
石
」
と
銘
が
付
け
ら
れ
た
大
棗
で
あ
る
（
写
真
６
）
。

こ
の
大
棗
は
、
泰
宗
様
の
特
別
な
お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
東
京
国

立
博
物
館
学
芸
員
中
島
淑
枝
氏
が
十
世
大
泉
道
鑑
（
明
治
四
十
二
年

～
平
成
二
十
二
―
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
の
た
め
に
製
作
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
美
し
い
大
棗
の
表
側
は
、
伊
達
家
の
家
紋
「
竹
に

雀
」
が
描
か
れ
、
そ
の
蓋
の
内
側
に
は
泰
宗
様
の
花
押
が
印
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
大
棗
こ
そ
は
、
伊
達
家
・
藩
主
と
当
流
の
宗
家
・
茶
道

頭
の
太
い
永
遠
の
絆
を
正
に
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
大
切
に

扱
わ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
が
、
司
会
進
行
（
解
説
）
を
務
め
た
茶
室
に
お
け
る
茶
会
の

全
て
の
手
前
は
、
当
流
の
錚そ

う

々そ
う

た
る
教
授
達
が
行
う
事
に
し
た
（
表

２
）
。
ま
ず
初
日
の
一
席
目
は
、
大
泉
道
紀
（
宗
家
代
理
・
教
授
）

に
よ
る
薄
茶
の
手
前
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
席
で
は
当
流
の
手
前
の
特

徴
を
一
言
で
表
す
言
葉
と
さ
れ
て
き
た
「
雅

み
や
び

た
わ
び
」
の
真
髄
を
正

に
感
じ
さ
せ
る
見
事
な
手
前
が
、
披
露
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
こ
の

道
紀
に
よ
る
手
前
に
つ
い
て
は
、
「
当
流
歴
代
の
茶
道
頭
が
藩
主
に

茶
道
指
南
を
行
な
っ
て
い
た
、
こ
の
上
も
な
く
優
美
な
手
前
と
道
紀

の
磨
き
抜
か
れ
た
技
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
道
紀
の
手
前
は
、
世
界
で

最
も
美
し
い
。
」
と
、
先
代
の
十
世
道
鑑
の
御
墨
付
を
も
ら
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
、
か
つ
て
藩
政
時
代
に
青
葉
城

で
行
わ
れ
て
い
た
藩
主
の
関
わ
っ
た
正
式
な
茶
会
を
、
今
回
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
た
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
様
な
事
が
可
能
で
あ
る

当
流
は
極
め
て
稀け

有う

な
存
在
で
あ
り
、
伊
達
文
化
の
中
核
を
成
し
て

い
た
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
奇
跡
的
に
藩
政
時

代
の
ま
ま
生
き
残
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
席
終
了
後
、
二
席
守
屋
道
美
（
教
授
、
写
真
８
）
及
び
三
席
細

谷
道
清
（
教
授
、
写
真
９
）
の
二
名
の
教
授
に
よ
り
、
い
か
に
も
大

名
茶
ら
し
い
威
風
堂
々
た
る
、
し
か
も
優
美
な
手
前
が
粛

し
ゅ
く

々
し
ゅ
く

と
行
な

わ
れ
た
。
当
日
の
参
加
者
か
ら
は
「
さ
す
が
高
度
な
伊
達
文
化
の

中
心
的
存
在
で
あ
り
続
け
た
流
儀
だ
。
」
等
身
に
余
る
お
誉ほ

め
の
言

葉
を
頂
き
、
筆
者
は
こ
の
貴
重
な
伊
達
文
化
を
継
承
し
た
者
と
し

て
の
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
共
に
、
見
る
人
に



図　石州流清水派の系譜
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桑山宗仙 片桐石州
桑山可斎

藤林宗源
松浦鎮信

（仙台藩）
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（広島） 三上梅子 〔広島石州〕
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（新潟） 〔野村派〕野村休盛 休栄 休哲 山尾静江〔越後野村派〕

石州流清水派の系譜

この系譜は、第２回及び第５回石州流茶道

全国大会の「しおり」に記載されたものに

基づいて作成した。横に時系列、縦に地方

への広がりを示す。

大泉道鑑

1世



坂
本
文
葉
が
初
め
て
司
会
進
行
役
を
兼
ね
た
亭
主
と
言
う
重
要
な
役

割
を
演
じ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
和
室
の
床
に
は
、
二
代
藩
主
伊
達

忠
宗
公
（
慶
長
四
年
～
万
治
元
年
―
一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
自
画

賛
の
『
忠
宗
公
御
歌 

梅
ヶ
香
』
と
言
う
掛
物
（
弟
子
の
亀
田
治
所

持
）
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
特
別
に
掛
け
ら
れ
た
（
写
真
10
）
。
初

日
の
十
二
時
十
分
に
亭
主
の
開
始
の
挨
拶
が
行
な
わ
れ
た
後
、
亀
田

治
に
よ
る
一
席
目
の
手
前
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
茶
会
の
最
初
の
席

で
、
し
か
も
多
く
の
参
加
者
が
見
守
り
、
多
少
緊
張
感
の
漂
う
雰
囲

深
い
感
動
を
与
え
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
手
前
を
披
露
し
た
教
授
達

に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
一
日
目
の
茶

室
の
様
子
や
手
前
がY
o
u
 
T
u
b
e
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t
t
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s
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/
/
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w
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.
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u
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）
に
よ
り
、
全
世
界
の
人
々
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

　

一
方
、
本
ホ
ー
ル
の
和
室
で
行
な
わ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
茶
会
「
お

気
軽
お
茶
体
験
」
は
、
茶
室
で
行
な
わ
れ
た
茶
会
と
同
時
平
行
的
に

進
行
し
て
い
っ
た
（
表
３
）
。
こ
の
様
な
公
な
茶
会
で
は
、
弟
子
の

写真7　茶室 一席 大泉道紀（教授）の手前

写真8　茶室 二席 守屋道美（教授）の手前

写真9　茶室 三席 細谷道清（教授）の手前



き
な
責
任
を
果
し
た
（
写
真
12
）
。
四
席
で
は
、
今
崎
道
篤
（
師
範
）

に
よ
り
い
か
に
も
大
名
茶
ら
し
い
威
風
堂
々
た
る
手
前
が
行
な
わ
れ

た
（
写
真
13
）
。
な
お
、
二
日
目
の
四
席
で
は
、
守
屋
道
美
（
教
授
）

が
こ
の
茶
会
の
最
後
の
締
め
に
相ふ

さ

わ応
し
い
見
事
な
手
前
を
、
披
露
し

て
有
終
の
美
を
飾
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
も
「
王
朝
絵
巻
を
見
て
い
る

よ
う
な
優
美
な
手
前
」
と
の
髙
い
評
価
を
得
た
。

　

当
流
が
担
当
し
た
二
つ
の
茶
会
は
、
二
日
と
も
大
過
な
く
無
事
終

了
に
漕こ

ぎ
付
け
る
事
が
出
来
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
手
前
を
担
当

し
た
弟
子
達
が
日
頃
熱
心
に
稽
古
に
精
進
し
た
事
に
加
え
、
坂
本
文

葉
（
写
真
14
）
が
趣
向
を
凝こ

ら
し
、
和
室
の
茶
会
の
亭
主
の
重
責
を

見
事
に
果
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
当
流
を
預

あ
ず
か

る
者

気
の
中
で
の
手
前
で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
日
頃
の
熱
心
な
稽
古
が

実
を
結
び
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
手
前
を
披
露
す
る
事
が
出
来
た

（
写
真
11
）
。
次
の
二
席
及
び
三
席
を
務
め
た
の
は
、
金
城
道
里
（
師

範
）
で
通
常
通
り
に
堂
に
入
っ
た
優
美
な
手
前
を
披
露
し
、
そ
の
大

表 3　お気軽お茶体験（仙台藩茶道石州流清水派）のプログラム

日時：平成 30 年 2 月 3 日・4日（12：10 ～）
場所：日立システムズホール仙台（和室）
亭主：坂本文葉

日 席 （時間） 手前

2 月 3 日 一席 （12：10 ～ 12：50） 亀田治

二席 （13：20 ～ 14：00） 金城道里（師範）

三席 （14：40 ～ 15：20） 金城道里（師範）

四席 （16：20 ～ 17：00） 今崎道篤（師範）

2 月 4 日 一席 （12：10 ～ 12：50） 亀田治

二席 （13：40 ～ 14：20） 金城道里（師範）

三席 （15：10 ～ 15：50） 金城道里（師範）

四席 （16：20 ～ 17：00） 守屋道美（教授）

写真10  掛物『忠宗公御歌　梅ヶ香』 
仙台藩二代藩主伊達忠宗公自画賛 
亀田治蔵



こ
れ
に
つ
い
て
は
、
利
休
の
高
弟
山
上
宗
二
（
天
正
十
三
年
～
天
正

十
八
年
―
一
五
四
四
～
一
五
九
〇
）
が
著
わ
し
た
茶
道
秘
伝
書
『
山

上
宗
二
記
』
の
中
の
「
茶
湯
者
又
拾
躰
」
及
び
三
世
道
竿
が
著
わ
し

た
『
道
竿
拾
躰
』
に
は
、
「
濃
茶
で
は
な
く
薄
茶
が
真
の
茶
と
言
う
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
藩
政
時
代
か
ら
の
当
流
の
伝
統
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
を
機
に
筆
者
は
、
政
宗
公
生
誕
五
〇
〇
年
の
大
き
な
節
目
の

年
に
向
け
て
、
当
流
の
更
な
る
発
展
の
た
め
鋭
意
努
力
す
る
事
を
、

と
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

藩
政
時
代
に
は
、
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
は
青
葉
城
で
藩
主
の
茶

道
指
南
役
と
言
う
重
責
を
担
う
と
共
に
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
茶
会
で

は
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
行
な
わ
れ
た

い
ず
れ
の
茶
会
で
も
、
藩
政
時
代
青
葉
城
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
正

式
な
藩
主
に
よ
る
茶
会
」
を
、
再
現
す
べ
く
あ
れ
こ
れ
と
腐ふ

心し
ん

し
た

次
第
で
あ
る
。
一
方
、
今
回
披
露
さ
れ
た
の
は
薄
茶
の
手
前
で
あ
っ

た
が
、
当
流
で
は
薄
茶
が
「
真
の
茶
」
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。

写真11　和室 一席 亀田治の手前

写真12　和室 二席及び三席 金城道里（師範）の手前

写真13　和室 四席 今崎道篤（師範）の手前



藩
祖
政
宗
公
を
初
め
歴
代
の
藩
主
並
び
に
そ
の
指
南
役
の
務
め
を
果

し
た
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家
達
に
、
改
め
て
真し

ん

し摯
に
誓
っ
た

次
第
で
あ
る
。

謝　
　

辞

　

歴
史
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
桃
山
文
化
や
し
き
」
に
お
い
て
、
文
化
講

座
の
講
演
を
行
な
う
機
会
を
、
ま
た
当
流
の
手
前
を
披
露
す
る
機
会

を
下
さ
っ
た
主
催
者
の
仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
の
関
係
各
位
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
流
の
茶
会
に
ご
支
援
下
さ
っ
た
「
梅

ら
ぶ
」
代
表
中
野
由
美
氏
並
び
に
「
伊
達
政
宗
公
像
」
の
写
真
掲
載

の
許
可
を
下
さ
っ
た
仙
台
市
博
物
館
に
、
併
せ
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『
関
』
二
十
八
号
「
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世
清
水
道
竿 

の
業
績
（
そ
の
三
）
道
竿
著
『
道
竿
拾
躰
』
の
解
読
研
究
」　

 

十
一
世
大
泉
道
鑑　

平
成
三
十
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎
（
監
修
） 

淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

写真14　和室亭主役の坂本文葉（手前は金城道里）



『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

 

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）
丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
忠
宗
公
御
歌 

梅
ヶ
香
』　

二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
自
画
賛　

 
亀
田
治
蔵

『
伊
達
家
治
家
記
録
』
伊
達
家
編
纂　

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
茶
の
湯
文
化
学
』
二
十
八
号
「
道
竿
拾
躰
」（
解
読
）
十
世
大
泉
道
鑑 

十
一
世
大
泉
道
鑑　

平
成
二
十
九
年

『
綱
村
公
御
歌
』 

四
代
藩
主
伊
達
綱
村
筆　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
道
竿
拾
躰
』
三
世
清
水
道
竿　

東
北
大
学
中
央
図
書
館
蔵

『
山
上
宗
二
記
付
茶
話
指
月
集
』
熊
倉
功
夫　

岩
波
文
庫　

 

平
成
十
八
年

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
谷
端
昭
夫　

淡
交
社　

平
成
十
九
年

『
利
休
の
生
涯
と
伊
達
政
宗
―
茶
の
湯
は
文
化
の
下
剋
上
―
』　

 

生
形
貴
重
著　

河
原
書
店　

平
成
二
十
九
年

参
考
資
料

『
伊
達
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
』
宮
城
県　

平
成
三
十
年
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